
幼児教育スタートプラン（仮称）のイメージ
以下の事項を、幼児期の教育に関する基本的な計画として位置付け、一体的に実行することで、子供の未来への架け橋となる社会システムを構築。
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事項１

事項７

すべての５歳児に、生活・学習の基盤を保障
幼保小連携で一人一人の発達を把握、早期支援につなぐ
市町村教委と連携し、小学校教育に円滑に接続

幼保小の架け橋プログラム事項３

幼児教育推進体制の整備事項４

市町村等による一体的な幼児教育推進体制の整備、
アドバイザー派遣で保育現場を支える
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